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12月のご意見・ご要望

はありませんでした。

はぁとにこにこ

"新年明けましておめでとうございます” 保護者の皆様には、日頃より園の保育にご理解・ご

協力をいただき心より感謝申し上げます。 先月行われた『にこフェス』でも、たくさんの保護者様にお手伝い

いただきありがとうございました。 本年も子どもたち一人ひとりの成長を大切にしながら安心して過ごせる

保育を行ってまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。

きりん組

うさぎ組

ひよこ組

うぐいす組

りす組

先月の子どもたちの姿

ことのねだより

●５日(月)・・・保育始め

●10日(土)・・・卒園児20歳の祝い

●12日(月)・・・成人の日で休園

●14日(水)・・・お弁当会

●21日(水)・・・ お誕生会

●24日(土)・・・お弁当会

●26日(月)・・・ムーチーの日

ーねらいー

●自分の思いを仕草や簡単な言葉で、保育者や友だちに伝えようとする。

●保育者と触れ合いやスキンシップを取り、安心して過ごせるようにする。

異年齢児と過ごす中でお兄ちゃん・お姉ちゃんの遊びを真似て、同じ年齢同

士でままごと遊びなどのごっこ遊びを楽しみ、言葉や仕草でのやりとりも上手

にできるようになってきました。 時には思うようにいかないこともありますが、

仲立ちしながら、お互いが友だちと遊ぶことが楽しいと思えるように支援して

います。

ーねらいー

●リズムを整え、生活の流れに見通しをもって自ら進

んで行動する。

●日本の伝統文化に興味をもち、お正月遊びを友だち

と楽しみながら関わりを深めていく。

保育園から『年賀状』届いたよと嬉しそうに笑顔を見せ

てくれて、お正月休みに家族で過ごしたエピソードなど

たくさん聞かせてくれました。 １２月には”ニコフェス”

を終え、また一つ大きく成長した姿を見せてくれました。

進級まであと３ヶ月となりましたがいろんな経験を重ね

ながら、進級への期待感を高めていきたいです。 今

年も保護者の皆様と一緒に子どもたちの成長をサポー

トしていきたいと思っていますので、よろしくお願いしま

す。

ーねらいー

●生活リズムを整え健康に過ごせるようにする。

●好きな遊びを繰り返すなど、じっくりと1つの遊びを楽

しむ。

みんなで楽しみにしていた”にこフェス”、も、広い舞台

の上で少し緊張した表情を見せる子もいましたが、一人

ひとりが一生懸命に取り組み、楽しむことができたまし

た。 にこフェス後も、エイサーやオペレッタの余韻を楽

しんでいます。 うぐいす組での生活も残り３ヶ月をきり

ました。 進級に向けて少しずつ、身の回りのことを自

分でできるように一緒にがんばっていきたいと思います。

―ねらい―

●冬の冷たい空気を感じながら、十分に体を使って戸外

で遊ぶ。

●エプロン・タオル・くつなど自分で使ったものを自分の

場所に戻そうとする。

●保育者を仲立ちとして、簡単な言葉を使ったごっこ遊び

や模倣を楽しむ。

少しずつ寒くなり衣類の調整が難しい時期ですが、うさぎ

組の子どもたちは毎日元気いっぱいに園庭遊びを楽しん

でいます。 最近は、砂場でのごっこ遊びがクラスのマイ

ブームで、数名で「アイス作った～」「はいどうぞ！」「おい

しいね♪」と言葉を使ったやりとりが増えてきました。 引

き続き寒さに負けず、園庭遊びを楽しんでいきたいと思

います。

ーねらいー

●お正月遊びを通して、ルールを守りながら友だちと遊

ぶ楽しさを知る。

●生活のリズムを整え１日の流れに見通しを持って、自

ら進んで行動する。

１２月に行われた”ニコフェス”では緊張した様子もみら

れましたが、お父さん・お母さんの温かい眼差しでの応

援に、子どもたちも無限の力を発揮することができ、とて

も感動しました。 １月は、けん玉やかるたなどを製作

して正月あそびを楽しみたいと思います。 残り少ない

園生活となりとなりましたが、元気に楽しく過ごしていき

たいと思います。

今月の予定



１月に入り寒さも厳しくなってきたので、園庭でも

虫たちの姿がなかなか見られなくなっています。

園庭のあちらこちらで「いないね～」と、子どもたち

が虫探しをしている声が聞こえてきます。 園内

の飼育コーナーでは、亀のかめたろうと水槽の魚

たちが元気に過ごしていて、かめたろうは子ども

たちが近づくと首を長くして喜んでいます。

畑

いよいよ、きりん組さんの卒園製作の”レリーフ”作

りが始まりました。 自分の顔を鏡で見ながら「目は

こうしよう！」「髪の毛は…難しいな～」と一人一人

が試行錯誤しながらも、作品作りを楽しんでいます。

琴の音保育園で培った陶芸遊びの集大成です。 こ

こから造形→素焼き→絵付け→本焼きとひとつづつ

工程を踏み、世界に一つだけのステキな作品が出

来上がっていきます。 完成したら展示会も予定して

いますので楽しみにしていてください。

先月行われた『にこフェス』では、子どもたちと保

育士のアイディアやこだわりがつまった壁面や小

道具・衣装など一緒に製作したものを使うことが

できました。 にこフェス終了後も、その時に製作

したものを使ってごっこ遊びや、なりきり遊びを楽

しんでいます。 １月は、コマやけん玉などの伝承

遊びや、福笑いなどのお正月遊びを楽しんでい

きたいと思います。

飼育

遊具教材

子どもたちが、ホルトの木からの落ち葉を集めてい

たので、何に使うんだろうかと様子を見ていると…砂

でケーキを作り、そのまわりを拾い集めた落ち葉で

飾り付けをすると「ハッピー バースデー トｳー

ユー♪」とお誕生会をひらいていました。 だんだん

と他の子たちも集まってパーティーの始まりです。

その微笑ましい光景に、ほっこりとしました。

年が明けて新たな１年が始まりましたが、年末年始

は家族で楽しく過ごせたでしょうか。 絵本コーナー

では、行事に関わる本も取り揃えています。 今年は

午年ですが、十二支の絵本などいかがでしょうか。

今年も、親子で絵本コーナーを活用してお気に入り

の１冊を見つけてくださいね。

園芸陶芸

絵本

園庭のプランターに植えた、人参・じゃがいもの芽

が出てきているのに気付いた子どもたち。 水かけ

をしながら「早く大きくなってね！」と野菜の生長を

楽しみにしている子どもたちです。 畑に植えた野

菜の生育がプランターに植えたものよりも遅く…ど

のようにしたら生育してくれるのかと試行錯誤中で

す。


